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新医療 月
刊
◉総特集

看護現場を確実に変えるITの可能性
◉特集

 ［データ］

PET・PET/CT・サイクロトロン等設置施設名簿
SPECT・SPECT/CT設置施設名簿

 ［特別企画］

医師事務作業補助者の有用性を考える

広島県呉市で４代１００年以上にわたり地域医療に貢献している木村眼科内科病院は、２０１５年１０月の病院リニューアルに合わせてクラウド型電子カルテを導入し、
診療の効率化とともに、さらなる医療の質の向上を目指す。同院の前にて、左から眼科医の木村 格氏、木村友剛氏、木村 聡氏（詳しくはグラビア頁）

ここまで進んだ核医学の最新型装置
核医学の画像診断装置の進歩が著しい。まさに同分野の強みを生かしたパフォーマンスは、臨床に、施設経営に大きな影響を与え始めている

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える
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―
―
木
村
眼
科
内
科
病
院
の
沿
革
か
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

私
の
祖
父
で
あ
る
木
村
春
治
郎
は
大
阪
府
立

大
阪
医
学
校
（
現
・
阪
大
医
学
部
）
を
卒
業
後
、

当
時
海
軍
の
街
と
し
て
発
展
し
て
い
た
呉
の
海

軍
関
連
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

の
地
を
愛
し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
０
４
年
前
の

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
５
月
、
当
院
の
嚆
矢

と
な
る
木
村
眼
科
院
を
開
業
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
２
代
目
院
長
の
父
・
繁
は
、
１
９
６
１

年
に
入
院
設
備
を
充
実
さ
せ
た
木
村
眼
科
病
院

を
開
設
、
私
と
弟
の
亘
、
治
の
３
兄
弟
が
そ
の

後
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
私
た
ち
３
兄
弟
の
息
子
た
ち
も
眼
科

医
と
な
っ
て
お
り
、
４
世
代
に
わ
た
り
地
域
医

療
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
新
病
院
建
設
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

旧
病
院
の
建
物
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
や
老

朽
化
の
問
題
な
ど
の
事
情
が
大
き
い
で
す
が
、

次
世
代
を
担
う
者
た
ち
が
自
分
の
思
い
通
り
の

医
療
を
展
開
で
き
る
〝
器
〞
を
作
り
た
か
っ
た

の
が
新
病
院
建
築
の
大
き
な
理
由
で
し
た
。
病

院
に
愛
着
を
持
ち
、
病
院
経
営
が
困
難
に
な
っ

た
と
し
て
も
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
気

は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
減
床
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
か
ら
３
ヵ
月
以
上
が
経
ち

ま
し
た
が
、
診
療
は
概
ね
順
調
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
新
病
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
は
次
世
代
の
担
い
手
の
要
望
も

あ
っ
て
、
新
病
院
で
の
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
紙
カ
ル
テ
を
探
す
手
間
が
な
く
な
り
、
ス

タ
ッ
フ
間
で
情
報
共
有
で
き
る
な
ど
の
利
点
も

あ
り
ま
す
が
、
特
に
私
の
よ
う
な
世
代
だ
と
入

力
業
務
に
時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
難

点
で
す
ね
。
私
自
身
は
医
療
ク
ラ
ー
ク
と
補
助

員
の
３
人
掛
か
り
で
何
と
か
診
療
を
行
っ
て
い

概
を
持
つ
た
め
に
も
、
自
分
た
ち
自
身
、
つ
ま

り
彼
ら
の
考
え
を
多
く
取
り
入
れ
た
新
病
院
を

建
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

な
お
、
場
所
も
将
来
的
展
望
に
立
ち
Ｊ
Ｒ
呉

駅
近
く
に
移
転
し
ま
し
た
。
高
齢
化
時
代
を
見

据
え
、
患
者
さ
ん
が
通
院
し
や
す
い
こ
と
は
新

病
院
の
絶
対
条
件
で
す
。
そ
の
た
め
に
交
通
至

便
の
地
に
絞
っ
た
の
で
す
。
呉
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
で
、
バ
ス
路
線
も
集
中
し
て
い
ま
す
か
ら
、

通
院
に
は
こ
の
上
な
い
立
地
で
す
。
ま
た
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
も
53
台
分
を
確
保
し
、
バ
イ
パ
ス

か
ら
約
５
分
で
来
院
で
き
ま
す
。

―
―
新
病
院
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

標
榜
科
は
眼
科
、
内
科
、
麻
酔
科
で
す
。
医

師
は
専
門
医
10
名
を
含
む
12
名
の
医
師
が
お
り
、

他
に
看
護
職
員
約
55
名
、
視
能
訓
練
士
20
名
な

ど
、
ス
タ
ッ
フ
数
は
合
計
し
て
１
３
０
名
を
数

え
ま
す
。

　

手
術
件
数
は
２
０
１
４
年
度
で
３
２
４
２
件
、

新
病
院
で
は
最
新
式
の
医
療
機
器
を
数
多
く
揃

え
ま
し
た
。
外
来
患
者
数
は
平
成
27
年
度
合
計

で
約
３
万
４
０
０
０
人
、
呉
市
内
の
患
者
が
約

74
％
で
、
県
外
か
ら
も
来
院
す
る
患
者
さ
ん
が

お
ら
れ
ま
す
。

―
―
病
床
数
を
48
床
か
ら
40
床
に
減
床
し
た
理

由
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

眼
科
医
療
は
日
進
月
歩
の
速
さ
で
進
化
を
続

け
て
お
り
、
最
近
は
日
帰
り
手
術
の
件
数
が
増

加
す
る
な
ど
、
入
院
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

ま
す
が
、
よ
り
効
率
よ
く
入
力
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
診
療
ツ
ー
ル
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
今
後
の
病
院
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

人
口
減
少
や
医
療
法
人
制
度
の
改
正
な
ど
で
、

小
病
院
が
生
き
て
い
く
の
は
難
し
い
時
代
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
建
設
に
際
し
、
最
先
端
の
医
療
機
器

や
医
療
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
、
特
に
手

術
室
関
連
は
最
高
レ
ベ
ル
の
医
療
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
医
療
の
原
点
で
あ
る
、
患
者
さ
ん

と
向
き
合
い
親
身
な
医
療
を
展
開
す
る
こ
と
、

患
者
さ
ん
が
当
院
に
来
て
〝
良
か
っ
た
〞
と
思
っ

て
も
ら
え
る
医
療
を
続
け
る
と
い
う
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
次
世
代
の
医
師
た
ち
に
引
き
継
い
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

４代100年以上の歴史を持つ眼科病院が
次世代を担う新病院設立と共に選んだのは
最新式のクラウド型電子カルテだった
戦艦大和の誕生の地であり、軍港の街として古くから栄えてきた広島県呉市。
その地で１００年以上、４代にわたって眼科医療を展開している木村眼科病院。
同院は２０１５年１０月、直系４代目にあたる３人の眼科医が設計に携わった、新病院をオープンした。
同院ではリニューアルにあたり、最新式のクラウド型電子カルテシステムを導入して、
もとより地域に提供している最先端の眼科医療の質を大いに高めることに成功している。
同院の診療の現況と病院情報システム運用について、キーパーソンの方 に々話を聞いた。

木村眼科内科病院
医療法人社団ひかり会

2 0 1 6  M a r c h

1943 年広島県呉市生まれ。1968 年京都大学医学部卒。同大学医学部
附属病院、広島大学医学部附属病院、北里大学医学部講師を経て、
1979 年木村眼科病院副院長、1982 年医療法人社団ひかり会理事長に
就任、現在に至る

木村 徹（きむら・とおる）氏

JR呉駅至近の地に移転した木村眼科内科病院。敷地面積約800
坪、延床面積約 1650 坪の新病院は5階建で、広い待合スペー
スや拡張された検査室、快適な入院環境を提供する病棟など、ア
メニティ面に配慮した設計がなされている。また車で通院する患者
にも十分対応できるよう、53台の駐車スペースを確保している
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そ
の
際
、
病
棟
で
の
利
用
や
画
像
の
管
理
な
ど
、

電
子
カ
ル
テ
の
有
用
性
を
肌
で
実
感
し
た
こ
と

に
よ
り
、
新
病
院
に
も
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す

べ
き
と
強
く
考
え
た
の
で
す
。

　

実
際
に
新
病
院
建
設
の
計
画
を
立
て
る
際
、

問
題
と
な
っ
た
紙
カ
ル
テ
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
点
も
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
理
由
と
な
り

ま
し
た
。
新
病
院
で
は
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
カ
ル
テ
庫
の
た
め
に
大

き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ

た
の
で
す
。

　

ま
た
、
旧
病
院
で
は
紙
カ
ル
テ
運
用
に
職
員

が
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
新
病
院
を
担
う
木
村 

格

先
生
も
、
木
村
友
剛
先
生
も
〝
こ
れ
か
ら
は
電

子
カ
ル
テ
で
あ
る
〞
と
意
見
が
一
致
し
、
導
入

▼
医
療
法
人
社
団
ひ
か
り
会　

木
村
眼
科
内
科
病
院

省
ス
ペ
ー
ス
と
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
初
期
費
用
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
を
中
核
と
し
た
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
し
た
」

　

木
村
眼
科
内
科
病
院
が
採
用
し
た
の
は
、
ク

ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「H

O
PE 

Cloud Chart

（
富
士
通
）」
で
あ
る
。
同
電
子

カ
ル
テ
は
、
シ
ス
テ
ム
を
管
理
・
運
用
す
る
た
め

の
サ
ー
バ
を
院
内
に
置
く
必
要
が
な
く
、
そ
れ

ら
の
購
入
費
用
が
不
要
で
あ
り
、
サ
ー
バ
の
保

守
負
担
も
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
担
当
す
る
た
め
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減
で
き
る
。
同
シ
ス
テ
ム
を
選
定
し

た
理
由
に
つ
い
て
、
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
管

理
も
担
う
管
理
課 

課
長
の
末
永
英
記
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
病
院
移
転
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
電
子
カ
ル
テ
導
入

と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の
負
荷
も
踏
ま
え
、
以

前
か
ら
の
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
引

き
継
ぐ
関
係
か
ら
、
富
士
通
製
の
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
病
院
建
設
の
コ
ス
ト
が
当
初
の

予
想
以
上
に
大
き
く
な
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
へ

の
費
用
負
担
を
あ
る
程
度
抑
制
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
検
討
し
て
い
た
シ

ス
テ
ム
の
端
末
台
数
の
上
限
が
80
台
で
、
当
院

が
希
望
し
て
い
た
端
末
数
に
比
べ
て
少
な
す
ぎ

る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
で
あ
る
富
士
通
Ｆ
Ｉ

Ｐ
に
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
の
『H

O
PE Cloud 

Chart

』
に
つ
い
て
照
会
し
、
デ
モ
を
数
回
行
い

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
我
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

す
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
」

　

加
え
て
ク
ラ
ウ
ド
型
の
メ
リ
ッ
ト
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
管
理
課
に
は
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
人
数
で
病
院
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を

含
め
シ
ス
テ
ム
管
理
も
任
さ
れ
る
と
な
る
と
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ク
ラ

ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
保
守
管
理
は
ベ
ン

ダ
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
」

　

木
村 

聡
氏
も
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
の
有

用
性
を
評
価
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
初
期
費
用
を
大
き
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
新

病
院
建
設
で
は
非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
機
能
面
に
つ
い
て
も
、
先
に

述
べ
た
画
像
管
理
の
手
軽
さ
や
、
私
の
専
門
で

あ
る
緑
内
障
患
者
に
お
け
る
疾
患
の
経
時
変
化

を
容
易
に
閲
覧
で
き
る
な
ど
、
紙
カ
ル
テ
に
比

　

新
病
院
の
現
況
と
、
新
た
に
導
入
し
た
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
同
院
眼
科
医
の
木
村 

聡
氏
、木
村 

格
氏
、木
村
友
剛
氏
ら
、主
要
ス
タ
ッ

フ
に
話
を
聞
い
た
。

初
期
費
用
を
抑
え
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
効
率
化

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減

ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
「H

O
P
E C
loud C

hart

」

1977 年広島県呉市生まれ。2002 年東京医科大学卒。2007 年
順天堂大学医学部眼科入局、埼玉県立小児医療センター、日
本赤十字医療センター、順天堂東京江東高齢者医療センターを
経て、2014 年より木村眼科内科病院勤務、現在に至る

1973 年広島県呉市生まれ。2002 年藤田保健衛生大学
医学部卒。愛媛大学医学部眼科、松山赤十字病院、
幸塚眼科医院、岡本眼科クリニックを経て、2009 年より
木村眼科内科病院勤務、現在に至る

木村 聡（きむら・さとし）氏

木村 格（きむら・かく）氏

べ
、
便
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
診
療
の
質
向

上
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、「H

O
PE Cloud Chart

」
を
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
中
核
シ
ス
テ
ム
と
し
、
同
シ

ス
テ
ム
に
画
像
フ
ァ
イ
ン
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
主

に
外
来
で
使
用
す
る
カ
ル
テ
記
事
記
載
シ
ス
テ

ム
が
連
動
し
て
い
る
。
他
に
も
生
理
・
内
視
鏡

検
査
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
連
携
す
る
ほ
か
、
手
術

の
映
像
を
管
理
す
る
術
野
映
像
シ
ス
テ
ム
な
ど

も
同
時
に
導
入
し
、
運
用
し
て
い
る
（
シ
ス
テ

ム
構
成
図
参
照
）。
端
末
台
数
は
電
子
カ
ル
テ
端

末
85
台
、
全
て
の
シ
ス
テ
ム
端
末
を
合
計
す
る

と
約
１
３
０
台
が
稼
働
し
て
い
る
。

　

院
長
・
木
村 

亘
氏
の
子
息
で
角
膜
や
白
内
障

治
療
、
屈
折
矯
正
術
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｋ
）
な
ど
、

手
術
を
中
心
に
多
数
の
患
者
を
診
療
し
て
い
る

眼
科
医
の
木
村 

格
氏
は
、
医
師
と
し
て
、
ま
た

病
院
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ

の
運
用
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
紙
カ
ル
テ
の
頃
は
、
医
師
同
士
の
診
療
情
報
の

や
り
と
り
が
困
難
だ
っ
た
り
、
カ
ル
テ
や
画
像

管
理
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
電
子

カ
ル
テ
化
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
は
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
デ
ー
タ
を
患
者
さ
ん
に
お
見
せ

し
、
過
去
の
写
真
や
検
査
画
像
を
並
べ
て
病
気

の
状
態
が
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
説
得
力
の
あ
る
患

者
説
明
が
可
能
で
あ
る
点
も
優
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

臨
床
デ
ー
タ
に
関
す
る
研
究
発
表
の
た
め
の

作
業
を
行
う
際
も
、
症
例
デ
ー
タ
の
収
集
や
解

析
が
容
易
に
な
り
、
診
療
情
報
の
管
理
・
運
用

面
で
は
大
き
な
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
」

システム構成図

木村眼科内科病院の病院情報システム構成図。堅牢なデータセンターに貴重な診療データを保管し、安全かつ安心なシス
テム環境を提供している。クラウド型電子カルテ「HOPE Cloud Chart」を中核とし、文書・画像管理システムや手術関連
システム等が連携。分院である焼山木村眼科のシステムともセキュリティレベルの高いIP-VPNによる連携を確保している

「医師の電子カルテ入力業務をサポートさ
せるため、眼科医にはそれぞれ医療クラー
クを付けて対応しています」と話す管理
課 課長の末永 英記氏

「システムが停止するといった機械的なトラ
ブルはほとんどなく、ベンダも真摯で迅速な
対応で、システムの改良にも積極的に取り
組んでくれた」と話す管理課の城 就泰氏

　

医
療
法
人
社
団
ひ
か
り
会 

木
村
眼
科
内
科
病

院
で
は
、
新
病
院
建
設
を
機
に
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
診
療

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

副
院
長
・
木
村 

治
氏
の
子
息
で
、
情
報
シ
ス

テ
ム
構
築
の
旗
振
り
役
と
な
っ
た
同
院
眼
科
医

の
木
村 

聡
氏
は
、
そ
の
構
築
の
経
緯
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
以
前
、
勤
務
し
て
い
た
病
院
に
お
い
て
、
電
子

カ
ル
テ
導
入
に
直
接
携
わ
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

眼
科
独
自
の
事
情
に
合
わ
せ
た
運
用
を
実
施
、

臨
床
研
究
な
ど
デ
ー
タ
の
後
利
用
を
推
進

電
子
カ
ル
テ
運
用
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電
子
カ
ル
テ
導
入
に
関
し
て
、
現
在
は
80
点

と
評
価
す
る
木
村 

格
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善

点
と
し
て
、
い
か
に
入
力
業
務
の
効
率
を
高
め

る
か
に
掛
か
っ
て
い
る
と
話
す
。

「
眼
科
は
非
常
に
多
く
の
患
者
を
１
日
に
診
療
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
旧
院
時
代
は
半
日
で

50
名
の
外
来
患
者
を
診
察
し
て
い
ま
し
た
が
、

電
子
カ
ル
テ
は
ま
だ
完
全
に
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
面
も
あ
り
、
ま
だ
そ
の
域
に
は
残
念
な
が

ら
達
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

特
に
入
力
業
務
に
関
し
て
は
、
新
病
院
オ
ー

プ
ン
時
よ
り
工
夫
を
重
ね
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
と

テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
活
用
で
、
そ
の
入
力
時
間
の

短
縮
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は

も
っ
と
入
力
業
務
を
省
力
化
で
き
る
よ
う
に
改

善
し
て
い
き
た
い
で
す
。
な
お
、
入
力
作
業
が

起
因
と
な
る
待
ち
時
間
増
に
対
処
す
る
た
め
、

医
師
１
人
が
診
察
室
を
２
部
屋
使
う
な
ど
、
診

療
自
体
の
効
率
化
も
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

理
事
長
の
木
村 

徹
氏
の
子
息
で
、
２
０
１
５

年
７
月
の
新
病
院
オ
ー
プ
ン
直
前
に
同
院
に

戻
っ
て
き
た
木
村
友
剛
氏
は
、
電
子
カ
ル
テ
の

運
用
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
眼
科
の
電
子
カ
ル
テ
は
大
学
病
院
で
も
特
殊

で
、
専
用
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

　

私
も
、
大
学
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
当
院
の
シ
ス
テ
ム
は
、
眼
科

専
用
の
カ
ル
テ
記
事
記
載
シ
ス
テ
ム
と
、
病
院

全
体
の
診
療
デ
ー
タ
を
管
理
・
運
用
す
る
ク
ラ

ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
を
併
用
す
る
独
特
の
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
外
来
で
は
主

に
眼
科
用
に
作
ら
れ
た
カ
ル
テ
記
事
記
載
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
お
り
、
最
新
型
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
学
病
院
よ
り
も
む
し

ろ
使
い
や
す
い
で
す
ね
。

　

入
力
業
務
は
確
か
に
面
倒
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
電
子
カ
ル
テ
は
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
後
利

用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
と
個

人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。
臨
床
研
究
を
進
め

る
に
は
電
子
カ
ル
テ
の
方
が
圧
倒
的
に
楽
で
す
。

私
自
身
は
、
今
後
も
電
子
カ
ル
テ
を
用
い
て
、

医
療
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　

同
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
合
わ
せ
て

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
も
更
新
し
て
い
る
。
医
事

課 

副
主
任
の
安
藤
こ
ず
え
氏
は
、
新
し
い
シ
ス

テ
ム
の
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
導
入
で
、
新
患
の
カ
ル
テ
作
成
は

容
易
に
な
り
ま
し
た
し
、
電
話
に
よ
る
患
者
さ

ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、
医
事
課
ス

タ
ッ
フ
が
必
要
な
情
報
を
す
ぐ
に
端
末
を
操
作

し
て
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
受
付
業
務
の
効
率
化
が
進
ん
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
医
事
課
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
を
補
助

す
る
医
療
ク
ラ
ー
ク
業
務
も
幅
広
く
担
当
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
知
識
・
技
能
の
習
得
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル

テ
と
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
連
携
を
よ
り
深
め
て

い
け
ば
、
さ
ら
に
効
率
よ
く
業
務
を
遂
行
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

眼
科
の
診
療
で
は
眼
圧
や
視
力
の
測
定
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
。
同
院
で
は
、
旧
院
時
代
よ
り

こ
の
検
査
に
お
け
る
待
ち
時
間
の
短
縮
と
効
率

化
を
い
か
に
果
た
す
べ
き
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
院
で
は
電
子
カ
ル
テ

に
加
え
、
外
来
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「H
ospision

（
富
士
通
）」
を
併
せ
て
導
入
し
、

検
査
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
検
査
部 

課
長
の
青
木
弘
美
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
と
連
動
し
た
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
検
査
で
撮
影
し
た
画
像

を
瞬
時
に
外
来
端
末
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
検
査
に
関
す
る
待
ち
時
間
を
大
幅
に
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
に
加
え
、
外
来
情
報
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
『H

ospision

』
を
組
み
込
ん
だ

こ
と
で
、
医
師
や
看
護
師
、
視
能
訓
練
士
ら
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
、
患
者
さ
ん
の
予
約
情
報
と
来

院
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
し
、
ど
の
端

末
か
ら
で
も
混
雑
状
況
や
進
行
状
況
が
把
握
で

き
ま
す
。
ま
た
、
待
合
室
に
は
大
型
表
示
モ
ニ

タ
を
設
置
し
て
、
患
者
さ
ん
に
も
診
療
の
進
み

具
合
が
一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患

者
さ
ん
た
ち
も
安
心
し
て
順
番
待
ち
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
も
、
青
木
氏
は
高
く

評
価
し
て
い
る
。

「
電
子
カ
ル
テ
は
、
端
末
が
あ
る
場
所
で
検
査
部

1974年広島県呉市生まれ。2001年広島大学医学部卒。
京都大学大学院卒、冨山病院、大阪赤十字病院、福
井赤十字病院等を経て、2015 年 7月より木村眼科内科
病院勤務、現在に至る

木村 友剛（きむら・ゆうごう）氏

「病院情報システム導入で、検査
部門での患者待ち時間短縮と、
検査業務の効率化を実現できまし
た」と話す検査部 課長で視能訓
練士の青木弘美氏

「電子カルテ導入で受付端末から
でも診療情報を参照でき、電話で
の問い合わせ対応や受付業務の
効率化が進みました」と話す医事
課の安藤こずえ氏

内科で電子カルテ「Hope Cloud Chart（富士通）」を操
作する副院長の木村 治氏。疾病の経時変化を容易に参
照できるほか、画像ファイリングシステムとの連携により、検
査画像も瞬時に表示できる点が高く評価されている

外来情報ソリューション「Hospision（富士通）」
を活用して、患者の来院状況を把握。スムー
ズな患者誘導と待ち時間の短縮、効率的な外
来・検査業務運用を実現している

患
者
の
院
内
の
動
き
を
把
握
し
て

円
滑
な
患
者
誘
導
と
待
ち
時
間
短
縮
を
実
現

外
来
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「H

ospision

」

――木村眼科内科病院における
眼科での診療の特徴についてお
聞かせください。
　当院は民間の一開業医ですが、
眼科では大病院に比肩しうる最
先端の医療を提供しています。ま
た、眼科での診療に関しては公
的病院に比した機能を持たせ、
親しみ易く、かつ地域に根付い
た医療を展開しています。
　患者さんは呉市の方々が中心
ですが、先端医療を受診しようと、
当院には山口県や山陰・四国地
方などからも患者さんが来院して
います。
　眼科で最も多い疾病は白内障

――木村眼科内科病院における
内科での診療の特徴についてお
聞かせください。
　眼科で手術が必要な患者さん
には全身疾患を抱えている人も多
く、そのような患者さんたちの全
身を診察する必要があることか
ら、眼科の専門病院でも内科は
必須であると先代理事長が考え、
同科を標榜科目に加えて、現在
は私が内科医として勤務していま
す。
　特に糖尿病の患者さんは目に
疾患を持つ方が多く、全身の管
理が必要とされるケースが目立ち
ます。なお、内科の外来患者数

なので、当院でも白内障を中心
に診療を行ってきました。しかし、
ここ10 年は網膜・硝子体手術
や神経眼科に関する治療など、
一般的な眼科であまり扱わない
領域の診療にも積極的に取り組
んでいます。2014 年には、念願
だった麻酔科常勤医を招聘でき
たことで、毎日、より多くの全身
麻酔手術も可能になりました。
　なお、外来患者数は1日200
～ 250 名、入院患者さんは１日
40名ほどです。
――新病院についてのご感想を
お聞かせください。
　新病院はスペースを拡張し、医

は新病院になって１日40 名ほど
です。
――医療のＩＴ化について、どの
ようにお考えでしょうか。
　医療のＩＴ化は時代の流れであ
り、また必須であると考え、確か
にハードルが高い面もありました
が、新病院建設を機に前向きに
取り組むことにしました。
　眼科と異なり、内科には医療
クラークが不在のため、入力作
業等に時間はかかりますが、私
は、電子カルテはそのようなデメ
リットよりもメリットの方が大き
いと思っています。
　紙カルテの頃は、眼科と内科

療機器も一新しました。そのため
伸び伸びと医療に取り組めるよう
になり、医師たちのモチベーショ
ンも一段と上がっているように思
います。
　新病院における新しい機能とし
て電子カルテを導入したことが挙
げられます。電子カルテは、10
年ほど前に1度導入を検討したの
ですが、時期尚早と判断し、導
入を見送った経緯があります。
　今般の導入については、当初
こそ苦労しましたが、現在は随分
慣れてきました。電子カルテは過
去の記録を瞬時に検索・参照す
ることができますし、診療データ
の収集や分析を実施しやすくなり
ます。今後、一層使いこなせるよ
うになれば、診療にとって大きな
武器となるはずです。私たちは学
会活動等、対外的な発信活動に
も積極的に取り組んでいますが、
電子カルテの機能を十分に自分
のものとして、地元の人々に、さ
らに質の高い医療を提供し続け
ていきたいですね。

のカルテがそれほど秩序なく患者
単位で１冊にまとめられていたた
め、双方の記録が混在し、過去
の処方を調べたりするのに苦労し
ました。しかし、電子カルテは眼
科と内科のカルテは分けて保存さ
れており、過去の処方など、患
者さんの経過を容易に知ること
ができます。また、手書きの文字
に比べて見やすく、紹介状の作成
など文書作成機能はとても便利
です。
　ただ、スケッチを描きこむ点に
ついては、マウスでは扱いにくい
ので、タブレット入力等ができる
ようになれば、さらに使いやすく
なるのではないでしょうか。
――内科の今後の課題について
お聞かせください。
　私も70 歳近くになったので、
内科の後継者を現在リクルート
中です。眼科に関連する糖尿病
系の疾患に強い内分泌系を専門
とする医師が理想です。眼科は
ジュニア世代が引き継いでくれる
ようですので、内科も立派な後継
者を早く見つけたいですね。

木村 亘（きむら・わたる）氏
1944 年広島県呉市生まれ。1971 岡
山大学医学部卒。同大学医学部附属
病院、広島逓信病院等を経て1974
年木村眼科病院院長に就任、現在に
至る

木村 治（きむら・おさむ）氏
1974 年東京医科大学卒。広島大学
医学部附属病院、済生会呉病院、広
島原爆病院を経て1980 年木村眼科
内科病院医員、1984年より同院副院
長に就任、現在に至る

I n t e r v i e w

I n t e r v i e w

医療法人社団ひかり会 
木村眼科内科病院　院長

木村 亘氏に聞く

医療法人社団ひかり会 
木村眼科内科病院　副院長

木村 治氏に聞く
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木村眼科内科病院
医療法人社団ひかり会

所  在  地：広島県呉市宝町３番 15号
病  床  数：40床
医  師  数：12名（眼科９名、内科２名、
　　　　　麻酔科 1名）
手術件数：3242件（平成 26年度）
Ｕ Ｒ Ｌ：http://kimura-eye.or.jp/

1912 年の開業以来、4代 100年以上
に渡って呉市の眼科医療を支え続けて
いる木村眼科内科病院。市街の中心と
もいうべき JR 呉駅至近の地に 2015
年 10月、新築移転を果たした。最先
端の眼科診療を実施するため、クラス
10,000 の清浄度を保つ手術室に最新
式の手術顕微鏡やレーザー治療装置な
どを装備。検査部にも視力表の増設や
高性能検査機器を充実させ、4代目を
引き継ぐ3人の眼科医を中心に、地域
に根差しつつも大学病院級の高度な医
療を展開している

の
ス
タ
ッ
フ
皆
が
診
療
情
報
を
参
照
で
き
ま
す

し
、
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
情
報

共
有
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ
は

検
査
部
に
と
っ
て
非
常
に
有
用
性
の
高
い
シ
ス

テ
ム
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

手
術
を
受
け
る
た
め
の
入
院
患
者
を
は
じ
め
、

遠
隔
地
や
島
嶼
部
か
ら
来
院
す
る
患
者
に
対
応

す
る
た
め
、
同
院
は
40
床
の
入
院
設
備
を
有
し

て
い
る
。
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
よ
り
、
病
棟
で

も
医
療
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
本
格
化
し
て
い
る
。
病

棟
師
長
の
岡
田
佐
由
里
氏
は
、
病
棟
に
お
け
る

電
子
カ
ル
テ
の
運
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
カ
ル
テ
上
の
診
療
デ
ー
タ
を
、
見
た
い
と
き
に

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
病
棟
ス
タ
ッ
フ
が
参
照
で

き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

紙
カ
ル
テ
の
頃
は
、
カ
ル
テ
を
直
接
取
り
に

行
っ
た
り
、
外
来
ま
で
出
向
い
て
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
不
便
極
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
解
消
し
た
上
、

カ
ル
テ
の
文
字
も
手
書
き
か
ら
活
字
化
さ
れ
た

の
で
、
飛
躍
的
に
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　

電
子
カ
ル
テ
運
用
に
際
し
、
病
棟
看
護
師
は

努
力
を
重
ね
て
き
た
と
岡
田
氏
は
強
調
す
る
。

「
若
い
看
護
師
は
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の
抵
抗
感
が

な
い
の
で
す
が
、
紙
カ
ル
テ
の
運
用
に
慣
れ
て
い

た
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
た
ち
は
、
電
子
カ
ル
テ
の

操
作
に
初
め
は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

最
初
の
頃
か
ら
見
れ
ば
、
格
段
の
上
達
ぶ
り
だ

と
思
い
ま
す
。

　

眼
科
の
病
棟
業
務
は
、
入
院
患
者
の
回
転
率

が
高
く
、
一
般
的
な
総
合
病
院
の
病
棟
と
は
異

な
り
業
務
が
繁
忙
で
す
。
病
棟
で
診
療
す
る
医

師
の
入
力
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
な
の
で
、
Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
で
あ
る
富
士
通
Ｆ
Ｉ

Ｐ
に
は
よ
り
運
用
に
踏
み
込
ん
で
も
ら
い
、
効

率
よ
い
運
用
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」

　

同
院
の
看
護
部
門
の
責
任
者
で
あ
る
看
護
師

長
の
奥
井
佳
子
氏
は
、
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
は
診
療
情
報
の
共
有
が
で
き
る
点

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
し
か
し
、
電
子
カ

ル
テ
に
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
習
熟
度
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
病
棟
の
看
護
師
は
、
夜
勤
等

が
あ
る
こ
と
か
ら
若
く
、
他
院
で
の
経
験
も
あ
っ

て
電
子
カ
ル
テ
に
慣
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
多
い

の
で
す
が
、
逆
に
外
来
の
看
護
師
は
年
長
者
が

多
い
た
め
、
導
入
当
初
は
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ

な
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ

の
有
用
性
は
、
端
末
さ
え
あ
れ
ば
容
易
に
診
療

情
報
を
参
照
で
き
る
こ
と
に
あ
り
、
看
護
師
の

立
場
か
ら
言
う
と
、
病
棟
よ
り
も
む
し
ろ
外
来

で
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

末
永
管
理
課 

課
長
に
よ
れ
ば
、
現
在
人
口
約

22
万
人
の
呉
市
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
16
万

人
に
ま
で
人
口
が
激
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

同
院
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
病
診
・
病
病
連
携

を
よ
り
深
め
、
い
か
に
患
者
さ
ん
を
集
め
て
い

く
か
が
今
後
の
病
院
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

と
い
う
。
中
小
規
模
病
院
に
お
け
る
電
子
カ
ル

テ
導
入
に
つ
い
て
、
木
村 

聡
氏
始
め
４
世
代
目

の
３
人
は
一
様
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
大
規
模
病
院
が
電
子
カ
ル
テ
を
運
用
し
て
い
る

中
、
省
ス
ペ
ー
ス
、
専
門
の
Ｓ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ
が
不

要
と
い
う
よ
う
な
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優

れ
る
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
こ
そ
、
中
小
規

模
病
院
で
そ
の
有
用
性
が
実
感
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
呉
の
眼
科
医
療
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、
最
先
端
の
医
療
、
質
の
高
い
医
療
を
地
域

の
人
た
ち
に
提
供
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
単
体
で
は
直
接
利
益
を
生
み
出
さ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
質
の

高
い
医
療
を
下
支
え
す
る
の
が
電
子
カ
ル
テ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
」

病棟では電子カルテによる入院患者管
理を実施。病棟スタッフ間での情報共
有を実現し、効率的で質の高い看護
業務を実現している

「電子カルテの習熟度を高め、病
棟における患者コントロールをより
効率化したい」とシステムへの期
待を語る看護師長の奥井佳子氏

「紙カルテと異なり、端末さえあれ
ば患者の診療情報をいつでも参照
できるのでスタッフ間の情報共有が
できます」と話す病棟師長の岡田
佐由里氏

情
報
の
共
有
化
で
看
護
業
務
の
質
が
向
上
、

入
力
業
務
の
省
力
化
が
シ
ス
テ
ム
改
善
の
鍵

看
護
師
に
よ
る
電
子
カ
ル
テ
運
用

中
小
規
模
病
院
こ
そ
ク
ラ
ウ
ド
型

そ
の
利
活
用
で
次
代
の
医
療
に
備
え
る

中
小
規
模
病
院
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
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